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（上段） 5年連続出場で
　　　 表彰の塩嵜選手
（下段） 日高町選手団
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（上段左から） 1区・野田選手　／　2区・小宮選手　／　3区・小川選手　／　4区・那須選手　／　5区・伊藤選手
 （日高中2年） （日高中2年） （志賀小6年） （日高中2年） （日高中2年）
（下段左から） 6区・稲葉選手　／　7区・﨑山選手　／　8区・吉田選手　／　9区・滝本選手　／ 10区・塩嵜選手
 （内原小6年） （内原小5年） （日高中1年） （内原小6年） （日高中3年）

【
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協
力
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アナウンサーに挑戦！
－比井小5年児童らがZTVを見学－
　2月18日（木）、比井小学校（木村泰史校長）の5年
生児童11名が、社会科授業の一環として、ケーブル
テレビの（株）ZTV日高川支局を訪問しました。
　児童らは、機械室やスタジオを見学。代表の4名
が、コミュニティチャンネル（11ch）で放送され
る「きのくにNAVI」の収録に参加し、アナウンサー
の石川富恵さんと一緒に原稿を読み上げました。
　アナウンサー体験をした村上諒くんは「思った
より緊張した。またやってみたい」と、大役を務め
てほっとした様子で話してくれました。
　また、事前に自分たちがカメラマンやリポー
ター役を務めて、比井小学校を紹介したビデオの
編集作業の様子も見学しました。
　収録後、スタジオから出た児童らは、Z社の営業
マンやカメラマンに、「何人働いていますか」「ZTV
とはどんな意味ですか」「仕事をしていて、うれし
いこと、こまったことは」などと、たくさん質問を
して、ケーブルテレビ局のことを学びました。

日高町が「優良町村」に
　　　　－全国町村会で表彰－
　まちづくりや行財政運営が他の自治体の模範となる町
村に対し、全国町村会から贈られる「優良町村表彰」を日
高町が受賞し、2月10日（水）に日高郡町村会定例会で伝
達されました。
　これは、温泉館「海の里」みちしおの湯や地元特産の高
級魚クエを観光資源として、クエフェアやクエのまちに
ちなんだテーマソング制作などを通して、町おこしと地
域活性化に取り組んでいること、0歳児保育をはじめと
した子育て環境の整備や学童保育に取り組んでいるこ
と、学校教育施設などの主要な避難所の耐震化の実施・光
ケーブル網を活用した水門遠隔操作の整備・公共施設へ
の緊急地震速報サービスの導入・自主防災組織の育成と
組織化など災害に強いまちづくりに取り組んでいること
などが評価されたものです。
　これからも、町民のみなさまが安心して豊かに暮らせ
るまちづくりを進めてまいります。



　

広報ひだか 2010.5月号5

♪あかりをつけましょ、
　　　　　 ぼんぼりにぃ♪
　　－比井保育所でひな祭り－
　3月3日(水)、比井保育所（尾﨑和代園長）で、
ひな祭り会が行われました。
　園児らは、ひな祭りの歌を歌ったあと、園長先
生から「どうしておひな様を飾るようになった
のか」というお話を聞きました。
　また、自分たちが紙などで作ったひな人形を
飾り付けたひな壇で、お内裏様とおひな様の衣
装をまといペアになって記念撮影。
　その後、ひな壇をバックに園児一人ひとりが、
ひな祭りにちなんだ歌や好きな歌を歌って、楽
しい時間を過ごしました。
　子どもたちが、健やかに成長できますように。

輝く未来へ飛び立とう
　　　　　－日高中で卒業式－
　3月8日（月）、日高中学校（塩﨑洋治校長）で卒業
式が挙行されました。
　この日、学舎を巣立った卒業生は77名（男子36
名、女子41名）。塩﨑校長が、卒業生一人ひとりに
卒業証書を授与した後、「夢や目標は与えられるも
のではなく、自分でみつけるもの。その気になって
努力を続ければ、実現不可能なものはない」と式辞
でエールを送りました。
　また、在校生を代表して武内庸記くんが、学校生
活や部活での先輩たちとの思い出を紹介しながら、
「先輩方から学んだことを後輩に伝えていきたい。
日高中学校をより一層発展させ、みんなから愛され
る学校にしていきたい」と誓い、「自分のゴールを目
指して、一歩一歩確実に歩んでいって」と送辞。
　これを受けて、卒業生代表の高見和杜くんが、先
生方や家族への感謝の気持ちを表すとともに「中
学校生活を通して、仲間の大切さを学んだ。未来に
向かって、一歩一歩力強く歩んでいきたい」と決意
を表明。在校生には「勉強や部活動に励み、友達を
大切にして欲しい」と答辞を述べました。
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もうすぐ春だ、お外へ行こう！
－内原保育所 園外保育とお弁当づくり－
　3月12日（金）、内原保育所（﨑山幸子園長）で、園
外保育とお弁当づくりが行われました。
　この日は、全園児らがグループに分かれて、お外
へお散歩。道端には菜の花や水仙が咲いており、早
春の景色を楽しみながら、仲良く手をつないでお散
歩しました。
　保育所に戻ると、園庭ではペアになって、ボール
運びや滑り台をすべって楽しみました。お散歩も含
めてこれらのゲームは、スタンプラリーにもなって
いて、遊び終えた園児らは先生にスタンプを押して
もらいました。
　そして、楽しみにしていたお弁当づくりの時間が
やってきました。各保育室に戻った園児らは、ラッ
プにご飯をのせてもらうと“ぎゅっぎゅっ”っと上
手におにぎりをつくりました。お家から持ってきた
お弁当箱に、いろんなおかずと一緒に自分で詰めて
完成。
　お弁当箱をかばんに入れると、お外へレッツゴー。
　遠足気分で、楽しいひとときをすごしました。

シーズン開幕！小学生の野球とバレーボール
　　　　　　　　　　　　　　　　  －日高VBCが県大会出場－
　3月14日（日）、湯浅町を主会場に第21回和歌山県小学生バレーボール男女新人大会（県バレーボー
ル協会など主催）が開催され、県内から男女35チームが出場し熱戦を展開しました。
　日高地方からは、予選を勝ち抜いた5チームが出場し、日高町の日高VBCも出場。
　日高VBCは初戦で、那賀地方代表の池田少女と対戦しました。しかし、本来の実力を発揮することが
できずに、惜しくも敗退。
　今後の活躍に期待しています。

■成績
　【1回戦】日高VBC 0 17-21 2 池田少女
 10-21

■日高VBC・メンバー（敬称略）
　監督=﨑山忠士▽コーチ=青貝章彦
　選手=稲葉悠梨、鍵本花菜、川﨑悠加
　　　  井垣亜美、川﨑藍理、鍵本千華
　　　  辻本香月、木下帆乃華、西谷渚
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■成績
　【1 回 戦】内原少年　　4－2  名田黒潮少年
 志賀少年　　8－1  湯川少年
　【2 回 戦】比井マリン   1－0  上南部少年
 内原少年　　4－1  川辺ウィンスターズ
 志賀少年　  12－2  アストロボーイズ
　【準々決勝】比井マリン   8－5  由良ツインズ
 内原少年　　9－2  和田少年
 志賀少年　　3－4  塩屋少年
　【準 決 勝】内原少年　   7－0  比井マリン
　【決　　勝】内原少年　   5－1  塩屋少年

■内原少年野球クラブ・メンバー（敬称略）
　監督=吉田佳誠▽責任者=滝本英之
　選手=福山慎、滝本塁貴、熊代至
　　　  大谷真生、﨑山彰久、楠井宥人
　　　  尾﨑壮悟、笠松勇希、石方遥城
　　　  澤田育、稲葉孝介、楠本祐也
　　　  貴志真全、笠松拓実、滝本敢大
　　　  熊代壮、大久保親績、大谷浩生
　　　  村田大和、西浦拓未、西﨑雄大
　　　  中井友裕、塩﨑廉、楠山顕也

内原少年野球クラブが優勝！　－若草旗争奪少年野球大会－
　3月14日、21日、28日の3日間にわたり、第17回若草旗争奪招待少年野球大会（由良・日高・美
浜町少年野球連絡協議会主催）が開催されました。
　大会には、日高管内から28チームが出場し、日高町からも内原少年、志賀少年、比井マリンの3チー
ムが出場。激戦が繰り広げられました。
　試合は、準々決勝戦で志賀少年が、準決勝戦で比井マリンが惜しくも敗れたものの、内原少年が決勝
戦に進出し、見事優勝を勝ち取りました。

入学おめでとう！
　　　　 －志賀小で入学式－
　4月8日（木）、町内の3小学校で入学式が執り
行われました。

　志賀小学校（寒川正美校長）では、在校生や保
護者らが見守る中、緊張した面持ちで26名の新
1年生が体育館に入場。
　担任の先生から一人ずつ名前を呼ばれると、
元気よく「はい」と返事をしていました。
　新入生は、新しく始まる学校生活に胸を膨ら
ませ、新生活の一歩を踏み出しました。
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歳 入地方交付税（43.2%）
1,470,615

町税（18.4%）
624,981 繰入金（6.3%）

213,535

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入・繰越金
諸収入（7.6%）
258,554

国庫支出金（5.1%）
173,945

県支出金（7.1%）
241,469

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金など（3.3%）
115,800

町債（9.0%）
306,500

依存財源（67.7%）
23億832万9千円

歳 出

予備費（0.2%）
5,000

議会費（1.9%）
65,852

総務費（12.2%）
415,954

民生費（31.1%）
1,057,686

衛生費（11.4%）
389,138

※一般会計予算をもとに、平成22年3月末の人口7,786人で試算しています。

農林水産業費（10.4%）
354,878商工費（2.8%）

95,751

土木費（2.6%）
88,396

消防費（5.4%）
184,526

災害復旧費（0.0%）
100

教育費（8.1%）
275,690

公債費（13.9%）
472,428

町民１人あたりでは…

総務費
　…  53,423円
民生費
　… 135,845円
衛生費
　…  49,979円
農林水産業費
　…  45,579円
土木費
　…  11,353円
消防費
　…  23,700円
教育費
　…  35,408円
公債費
　…  60,677円
その他
　…  21,411円

使われるお金
（見込額）

80,270円 437,375円

お納めいただく町税
（見込額）

人件費
（21.0%）
715,044

物件費
（20.4%）
694,335

補助費等
（14.7%）
499,423

扶助費
（10.1%）
342,906

維持補修費
（0.5%）
18,117

予備費
（0.2%）
5,000

繰出金
（12.6%）
430,972

積立金
（0.0%）
400

公債費
（13.9%）
472,428

普通建設事業費
（6.6%）
225,524 投資的

経費

投資・出資金
（0.0%）
1,250

消　
　
費
　

　

的　
　

経　
　

費

自主財源（32.3%）
10億9,707万円

人 と 自 然 が 共 生 し 豊かでうるおいのあるまち
“ ホッとタウン・ひだか ”

特　　別　　会　　計

3億1,041万1千円

2億5,570万1千円

7千円

3,628万2千円

5億7,018万円

1億6,378万7千円

13億3,636万8千円

予　　算　　額会　　計　　名

計

下水道事業特別会計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

収　益　的　収　入
収　益　的　支　出
資　本　的　支　出

2億545万3千円

2億1,315万3千円

7,040万9千円

水　道　事　業　会　計　予　算　額

47億4,176万7千円平成22年度
予算総額

平成22年度 主要施策と予算額

◆不燃物・可燃物・粗大ごみ収集・・・・・・・・・・・・35,628
◆清掃センター負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・102,174
◆クリーンセンター負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38,069
◆浄化槽設置整備事業費補助金・・・・・・・・・・・・11,450

◆中山間地域等直接支払関係費・・・・・・・・・・・・11,996
◆小規模土地改良（萩原・荊木・高家農道舗装等）・・10,840
◆町商工会補助、町おこし事業補助等・・・・・・・・8,440
◆町商工会館改修補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,385
◆クヌッセン救命艇展示施設整備事業・・・・・・22,900
◆里山環境保全整備事業（西山）・・・・・・・・・・・・・3,788

◆温泉館「海の里」関係費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48,110

◆保健事業委託費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30,463
◆国保日高総合病院負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・24,192
◆母子保健、妊婦検診、不妊治療関係費・・・・10,615

◆学校給食関係費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・69,876
◆熊野古道環境保全事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,163

ゴミ処理・衛生環境

農林水産業・商工業・観光産業の振興

温泉館「海の里」運営

保健・医療の充実

教育・文化振興

◆介護保険関係費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・570,180
◆後期高齢者医療関係費・・・・・・・・・・・・・・・・・・163,787
◆在宅介護支援センター事業委託料・・・・・・・・・5,816
◆地域包括支援センター費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21,906
◆子どもの医療費の無料化（中学校3年生まで）・・33,600
◆保育事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・264,732
◆児童・子ども手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・147,600

◆自主防災組織資機材購入費・・・・・・・・・・・・・・・・1,400
◆急傾斜地崩壊対策［県営］（原谷）・・・・・・・・・・1,000
◆日高広域消防事務組合負担金・・・・・・・・・・108,805
◆防災行政無線操作卓更新事業・・・・・・・・・・・・43,358
◆津波危機管理対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・88,256
　（防潮堤＝田杭・津久野、水門＝小浦、陸閘＝比井）
◆木造住宅耐震診断・審査・改修・・・・・・・・・・・・・3,257

◆水道管布設 （原谷・比井地区）・・・・・・・・・・・・24,000

◆町道改良整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16,336
　（内ノ畑線　Ｌ＝150ｍ、高家西線　Ｌ＝60ｍ）

福祉施策の充実

防災・安全対策

水道事業の推進

道路交通網の整備

（単位：千円）

一般会計＋特別会計 平成22年度 一般会計予算（34億539万9千円）の構成図
（単位：千円）

公　営　企　業　会　計

歳出の
性質別
内　訳
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歳 入地方交付税（43.2%）
1,470,615

町税（18.4%）
624,981 繰入金（6.3%）

213,535

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入・繰越金
諸収入（7.6%）
258,554

国庫支出金（5.1%）
173,945

県支出金（7.1%）
241,469

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金など（3.3%）
115,800

町債（9.0%）
306,500

依存財源（67.7%）
23億832万9千円

歳 出

予備費（0.2%）
5,000

議会費（1.9%）
65,852

総務費（12.2%）
415,954

民生費（31.1%）
1,057,686

衛生費（11.4%）
389,138

※一般会計予算をもとに、平成22年3月末の人口7,786人で試算しています。

農林水産業費（10.4%）
354,878商工費（2.8%）

95,751

土木費（2.6%）
88,396

消防費（5.4%）
184,526

災害復旧費（0.0%）
100

教育費（8.1%）
275,690

公債費（13.9%）
472,428

町民１人あたりでは…

総務費
　…  53,423円
民生費
　… 135,845円
衛生費
　…  49,979円
農林水産業費
　…  45,579円
土木費
　…  11,353円
消防費
　…  23,700円
教育費
　…  35,408円
公債費
　…  60,677円
その他
　…  21,411円

使わ れる お金
（見込額）

80,270円 437,375円

お納めいただく町税
（見込額）

人件費
（21.0%）
715,044

物件費
（20.4%）
694,335

補助費等
（14.7%）
499,423

扶助費
（10.1%）
342,906

維持補修費
（0.5%）
18,117

予備費
（0.2%）
5,000

繰出金
（12.6%）
430,972

積立金
（0.0%）
400

公債費
（13.9%）
472,428

普通建設事業費
（6.6%）
225,524 投資的

経費

投資・出資金
（0.0%）
1,250

消　
　
費
　

　

的　
　

経　
　

費

自主財源（32.3%）
10億9,707万円

人 と 自 然 が 共 生 し 豊かでうるおいのあるまち
“ ホッとタウン・ひだか ”

特　　別　　会　　計

3億1,041万1千円

2億5,570万1千円

7千円

3,628万2千円

5億7,018万円

1億6,378万7千円

13億3,636万8千円

予　　算　　額会　　計　　名

計

下水道事業特別会計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

収　益　的　収　入
収　益　的　支　出
資　本　的　支　出

2億545万3千円

2億1,315万3千円

7,040万9千円

水　道　事　業　会　計　予　算　額

47億4,176万7千円平成22年度
予算総額

平成22年度 主要施策と予算額

◆不燃物・可燃物・粗大ごみ収集・・・・・・・・・・・・35,628
◆清掃センター負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・102,174
◆クリーンセンター負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38,069
◆浄化槽設置整備事業費補助金・・・・・・・・・・・・11,450

◆中山間地域等直接支払関係費・・・・・・・・・・・・11,996
◆小規模土地改良（萩原・荊木・高家農道舗装等）・・10,840
◆町商工会補助、町おこし事業補助等・・・・・・・・8,440
◆町商工会館改修補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,385
◆クヌッセン救命艇展示施設整備事業・・・・・・22,900
◆里山環境保全整備事業（西山）・・・・・・・・・・・・・3,788

◆温泉館「海の里」関係費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48,110

◆保健事業委託費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30,463
◆国保日高総合病院負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・24,192
◆母子保健、妊婦検診、不妊治療関係費・・・・10,615

◆学校給食関係費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・69,876
◆熊野古道環境保全事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,163

ゴミ処理・衛生環境

農林水産業・商工業・観光産業の振興

温泉館「海の里」運営

保健・医療の充実

教育・文化振興

◆介護保険関係費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・570,180
◆後期高齢者医療関係費・・・・・・・・・・・・・・・・・・163,787
◆在宅介護支援センター事業委託料・・・・・・・・・5,816
◆地域包括支援センター費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21,906
◆子どもの医療費の無料化（中学校3年生まで）・・33,600
◆保育事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・264,732
◆児童・子ども手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・147,600

◆自主防災組織資機材購入費・・・・・・・・・・・・・・・・1,400
◆急傾斜地崩壊対策［県営］（原谷）・・・・・・・・・・1,000
◆日高広域消防事務組合負担金・・・・・・・・・・108,805
◆防災行政無線操作卓更新事業・・・・・・・・・・・・43,358
◆津波危機管理対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・88,256
　（防潮堤＝田杭・津久野、水門＝小浦、陸閘＝比井）
◆木造住宅耐震診断・審査・改修・・・・・・・・・・・・・3,257

◆水道管布設 （原谷・比井地区）・・・・・・・・・・・・24,000

◆町道改良整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16,336
　（内ノ畑線　Ｌ＝150ｍ、高家西線　Ｌ＝60ｍ）

福祉施策の充実

防災・安全対策

水道事業の推進

道路交通網の整備

（単位：千円）

一般会計＋特別会計 平成22年度 一般会計予算（34億539万9千円）の構成図
（単位：千円）

公　営　企　業　会　計

歳出の
性質別
内　訳
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施  

政  

方  

針

み
な
さ
ま
の
幸
せ
と

　

安
心
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

　

私
の
所
信
の
一
端
と
新
年
度
の
主
な
施
策
の
概
要
を
申
し
上
げ
、町
民
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
国
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、地
方
交
付
税
が
２
年
連
続
で
増
額
と
な
り
、そ
の
増
額
規
模
も
平
成
11
年
度
以
来
、11
年
ぶ
り
に
１
兆
円

以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、臨
時
財
政
対
策
債
も
増
額
と
な
り
財
政
難
の
中
、大
き
な
財
源
確
保
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
た
実
質
的
な
地
方
交
付
税
の
増
額
は
、日
高
町
に
お
け
る
試
算
で
は
、４
％
程
度
、約
６
０
０
０
万
円

の
増
額
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、２
年
連
続
で
の
地
方
交
付
税
の
増
額
で
は
あ
り
ま
す
が
、厳
し
い
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
た
単
年
度
的
な
措
置
の
部
分
も
あ
り
、こ
の

交
付
規
模
が
将
来
的
に
約
束
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
度
、御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
か
ら「
御
坊
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
」へ
の
出
資
金
の
う
ち
約
１
億
円
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、今
年
度
は

額
が
10
分
の
１
に
な
り
、実
質
交
付
税
で
の
増
額
を
こ
こ
で
の
減
額
が
上
回
っ
て
お
り
、交
付
税
増
を
楽
観
視
す
る
こ
と
な
く
引
き
続
き
堅
実
な
財
政
運
営

を
堅
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、公
共
投
資
は
、こ
れ
ま
で
も
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
財
政
へ
大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、住
民
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、道
路
や
漁
港
、ほ

場
、上
下
水
道
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
結
果
、社
会
基
盤
整
備
は
整
い
つ
つ
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、依
然
と
し
て
防
災
対

策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、子
育
て
支
援
は
一
層
の
充
実
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
果
敢
に
遂
行
し
て
き
た
行
財
政
改
革
を
継
続
し
、住
民
の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
や
、子
ど
も
に
か
か
る
医
療
費
無
料
化
を
中
学
卒
業
ま
で
延
長
、子
ど
も
手
当
の
新
設
な
ど
を
行
っ
た

こ
と
で
、一
般
会
計
予
算
規
模
は
、34
億
５
３
９
万
９
０
０
０
千
円
、前
年
度
比
で
４
・
７
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、下
水
道
事
業
に
お
い
て
整
備
事
業
が
21
年
度
を
も
っ
て
完
了
し
た
こ
と
で
、今
年
度
以
降
は
維
持
管
理
の
み
と
な
り
予
算
規
模
が
41
％

も
減
少
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
、国
民
健
康
保
険
、老
人
保
健
、土
地
取
得
、介
護
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
の
６
つ
を
合
わ
せ
た
特
別
会
計
予
算
は
、13
億
３
６
３
６
万
８
０
０
０
千

円
で
、一
般
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、47
億
４
１
７
６
万
７
０
０
０
千
円
、前
年
度
比
０
・
７
％
の
減
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日高町長　中　善夫
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警
報
を
瞬
時
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
操
作
卓
を
更
新

　
　

津
波
対
策
で
小
浦
に
水
門
を
設
置

　

住
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
を
災
害

か
ら
守
る
こ
と
は
、行
政
に
と
り
ま

し
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
、正
確
で

迅
速
な
情
報
の
提
供
が
必
要
不
可
欠

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

既
存
の
防
災
行
政
無
線
操
作
卓

は
、平
成
５
年
３
月
に
導
入
を
行
い
、

現
在
ま
で
運
用
を
続
け
て
お
り
ま
す

が
、運
用
開
始
か
ら
17
年
が
経
過
し
、

機
器
の
老
朽
化
、全
国
瞬
時
警
報
自

動
告
知
シ
ス
テ
ム
の
対
応
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、デ
ジ
ア
ナ
併
用
卓

に
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、消
防
庁
か
ら
発
信

さ
れ
た
緊
急
地
震
速
報
や
津
波
警
報

を
全
国
瞬
時
警
報
自
動
告
知
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
受
信
し
、防
災
行
政
無
線

を
介
し
て
、住
民
の
み
な
さ
ま
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、災
害
時
に
お
け

る
避
難
行
動
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、東
南
海
・
南
海
地
震

に
よ
る
津
波
が
想
定
さ
れ
る
中
、津

波
高
潮
危
機
管
理
対
策
事
業
に
よ

り
、小
浦
地
区
は
小
浦
川
の
水
門
の

新
設
工
事
、比
井
地
区
は
防
潮
堤
の

補
修
、陸
閘
の
新
設
、津
久
野
、田
杭

地
区
は
防
潮
堤
の
補
強
工
事
を
そ
れ

ぞ
れ
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、阿
尾
漁
港
の
陸
閘
鉄
扉
工

事
は
、平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て

ま
い
り
ま
し
た
鉄
扉
５
基
お
よ
び
胸

壁
の
補
強
も
計
画
ど
お
り
完
成
い
た

し
ま
し
た
。ま
た
、本
年
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、無
堤
区
間
の
防
潮
堤
の
新

設
と
鉄
扉
１
基
を
施
工
す
べ
く
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
地
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
震
お
よ
び
集
中
豪
雨
に
よ
る
堤
防

の
決
壊
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、た
め
池

等
整
備
事
業
を
原
谷
地
区
油
河
池
に

お
い
て
引
き
続
き
実
施
し
、小
池
地
区

寺
谷
池
に
つ
き
ま
し
て
は
、事
業
採
択

に
向
け
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

治
水
防
災
対
策
で
は
、原
谷
地
区

に
お
い
て
、平
成
20
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

が
本
年
度
で
完
成
す
る
予
定
で
ご
ざ

い
ま
す
。ま
た
、阿
尾
地
区
に
お
き
ま

し
て
は
、防
災
対
策
と
土
地
の
有
効

利
用
を
一
体
的
か
つ
総
合
的
に
実
施

で
き
る
方
策
を
地
域
住
民
の
方
々
と

共
に
研
究
し
、併
せ
て
要
望
活
動
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

谷
口
交
差
点
が
完
成
へ
・
田
杭
の
県
道
改
良
に
着
工

　
　

ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
救
命
艇
の
移
転
場
所
造
成
も

　

住
民
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
、

社
会
活
動
の
維
持
発
展
に
道
路
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
資
本
で
あ

り
、町
づ
く
り
の
骨
格
形
成
並
び
に

町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
う
え

か
ら
も
、住
民
生
活
と
密
接
に
関
連

す
る
生
活
道
路
を
は
じ
め
、基
幹
交

通
体
系
と
な
る
幹
線
道
路
網
の
整
備

を
計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、継
続
事

業
と
い
た
し
ま
し
て
、県
道
井
関
御

坊
線
原
谷
地
区
、県
道
御
坊
由
良
線

産
湯
地
区
、県
道
御
坊
湯
浅
線
池
田

地
区
、県
道
比
井
紀
伊
内
原
停
車
場

線
比
井
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
お
き
ま
し

て
、昨
年
度
に
引
き
続
き
工
事
を
実

現在運用中の防災行政無線操作卓

新たに水門を設置する小浦川（小浦地区）
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施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、谷
口
交
差
点
に
つ
き
ま
し

て
は
、21
年
度
に
全
線
供
用
開
始
で

き
る
よ
う
、努
力
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、一
部
残
工
事
が
あ
り
、本

年
度
完
成
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、県
道
御
坊
由
良
線
、田
杭
地

区
の
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
救
命
艇
展

示
施
設
付
近
の
改
良
に
つ
き
ま
し
て

は
、本
年
度
よ
り
工
事
に
着
手
し
、そ

れ
に
併
せ
て
救
命
艇
移
転
場
所
の
造

成
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、23
年
度
に
お
い
て
、救
命
艇

を
展
示
す
る
民
族
資
料
館
お
よ
び
公

衆
便
所
を
設
置
し
、漁
港
内
の
公
衆

衛
生
と
地
域
環
境
の
快
適
性
を
高
め

完成間近の谷口交差点（志賀）

る
と
と
も
に
、よ
り
多
く
の
観
光
客

を
招
き
入
れ
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　

町
道
関
係
は
、昨
年
度
に
引
き
続

き
、町
道
内
ノ
畑
線
の
舗
装
工
事
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

53年前のク機関長の遺徳を偲ばせる救命艇と展示施設（田杭）

遊
休
農
地
の
解
消
を
推
進
、水
産
資
源
の
確
保
を
図
る

　
　

観
光
資
源
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開

　

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、昭
和
45

年
か
ら
続
い
た
米
の
減
反
施
策
に
変

わ
っ
て
、原
則
全
農
家
を
対
象
と
す

る
所
得
補
償
制
度
が
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。制
度
の
骨
子
は
、水
田
利

活
用
自
給
力
向
上
事
業
と
米
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
事
業
の
２
本
立
て
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

前
者
は
食
料
米
以
外
の
作
物
に

対
し
、作
物
の
種
類
に
よ
っ
て
一
定

の
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、後
者
は
米
の
生
産
数
量
目
標
に

即
し
て
生
産
を
行
っ
た
農
家
に
対

し
、一
定
の
要
件
の
も
と
に
10
㌃
当

た
り
１
万
５
０
０
０
円
が
交
付
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

新
た
な
米
政

策
へ
の
対
応
は
、

米
の
生
産
農
家

が
多
い
当
町
に

と
っ
て
大
変
重

要
で
あ
り
ま
す

の
で
、こ
の
新
制

度
の
メ
リ
ッ
ト

が
最
大
限
に
引
き
出
さ
れ
る
よ
う
町

内
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
方
、高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不

足
に
よ
り
、遊
休
農
地
は
、依
然
、増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、少

し
で
も
、周
辺
農
地
や
生
活
環
境
に

著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

遊
休
農
地
の
解
消
と
、農
地
の
流
動

化
を
図
る
た
め
、引
き
続
き「
遊
休
農

地
解
消
総
合
対
策
促
進
事
業
」を
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、町
単
事
業
枠
に
お
い

て
、本
年
度
か
ら
10
㌃
当
た
り
３
万

円
の
補
助
単
価
を
５
万
円
に
引
き
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、日
高
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に

基
づ
き
、「
農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策

事
業
」並
び
に「
有
害
鳥
獣
捕
獲
事

業
」を
２
本
柱
に
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
は
一
行
政
だ
け
で

は
根
本
的
な
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
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こ
と
か
ら
、農
家
の
方
々
へ
の
啓
蒙

と
自
己
防
衛
策
を
更
に
推
進
す
る
と

と
も
に
情
報
交
換
の
た
め
の
広
域
的

な
連
携
を
図
り
、農
家
・
関
係
者
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得

し
よ
う
と
す
る
農
家
の
方
に
対
し
、狩

猟
免
許
取
得
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
農
林
作
物
等
へ
の
被
害
の

防
止
と
有
害
鳥
獣
の
防
除
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る

原
谷
の
黒
竹
を
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の

食
害
か
ら
防
止
す
る
た
め
、昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る「
山
の
恵
み
活

用
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
も
、引
き
続

き
補
助
を
行
い
黒
竹
産
地
の
維
持
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
３
か
年
の
緊
急
・
集

中
的
な
措
置
と
し
て
実
施
し
て
お
り

ま
す「
防
油
堤
設
置
支
援
事
業
」に
つ

き
ま
し
て
は
、平
成
21
年
度
、21
件
の

利
用
が
あ
り
、本
年
度
も
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
の
第
２
期
対
策
に
つ
き
ま
し
て
、

平
成
21
年
度
で
終
了
い
た
し
ま
し
た

が
、本
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
に
か

け
て
第
３
期
対
策
が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
制
度
は
、中
山
間
地
と
平
野
部

と
の
農
業
生
産
条
件
の
不
利
を
補
正

す
る
た
め
平
成
12
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。第
３
期
対
策
で
は
、高

齢
化
の
進
行
に
も
十
分
配
慮
し
た
、よ

り
取
り
組
み
や
す
い
制
度
に
見
直
さ

れ
る
こ
と
か
ら
取
組
面
積
の
維
持
・

拡
大
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、漁
業
資
源
の
減
少
や
漁
場

環
境
の
悪
化
、魚
価
の
低
迷
や
昨
年

度
の
原
油
の
高
騰
と
も
相
ま
っ
て
漁

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
、後
継
者
不

足
等
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
中
、水
産
資
源
の
確
保

と
魚
価
の
安
定
等
を
図
る
た
め
、本

年
度
も
ク
エ
、サ
ザ
エ
、伊
勢
エ
ビ
な

ど
に
力
を
入
れ
た
放
流
事
業
に
対
し

補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

商
工
会
館
が
築
19
年
目
を
迎
え
、雨

水
の
浸
透
を
起
こ
す
な
ど
外
壁
や
屋

根
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。そ

の
た
め
、町
内
商
工
業
者
の
活
動
拠

点
で
あ
る
会
館
の
改
修
費
用
に
対
し

補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
規
模
事
業
者
の
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
小
企
業
等
経
営
改

善
資
金
の
利
子
補
給
制
度
の
活
用
を

商
工
会
を
通
じ
引
き
続
き
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
高
町
の
観
光
の
柱
の
１
つ
で
あ
る

産
湯
海
水
浴
場
の
開
設
・
運
営
に
向

け
、町
並
び
に
公
共
的
団
体
が
出
資

し
た
株
式
会
社
を
設
立
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

会
社
設
立
に
つ
き
ま
し
て
は
、日

高
町
の
対
外
的
知
名
度
並
び
に
地
域

活
力
の
維
持
・
発
展
に
寄
与
す
る
ば

か
り
で
は
な
く
、地
域
の
生
活
や
環

境
面
に
お
け
る
課
題
解
決
に
一
役
を

担
え
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
高
町
に
は
、産
湯
海
水
浴

場
の
他
に
、自
然
・
歴
史
・
文
化
・

産
業
に
関
わ
る
様
々
な
固
有
の
地
域

資
源
が
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
地

域
資
源
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、日
高
町
を
訪
れ
る

人
々
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、更
な
る
誘
客
を
図
り
、地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
も
の
と
大
い
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、日
高
振
興
局
の
政
策
コ
ン

ペ
事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

クエの稚魚を放流する志賀小児童ら

改修される町商工会館（高家）
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こ
れ
は
奈
良
県
で
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
を
活

用
し
て
、日
高
地
方
の
歴
史
・
地
域
資

源
の
掘
り
起
こ
し
を
図
り
、誘
客
の
促

進
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
と
い
う
も
の

で
す
。日
高
町
と
し
ま
し
て
も
、こ
の

取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
、日
高

町
の
観
光
商
品
の
掘
り
起
こ
し
と
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、日
高
町
の
代
表
的
な
観
光

資
源
の
１
つ
で
あ
り
ま
す
西
山
に

は
、遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、経
年
の
変
化
に
よ
り
木
々
が
歩

道
に
覆
い
被
さ
り
、ま
た
、歩
道
内
に

土
砂
が
崩
れ
落
ち
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、和
歌
山
県
緊
急
雇
用

創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
活
用
事
業

を
活
用
し
、沿
道
に
あ
る
草
木
の
伐

開
・
除
草
お
よ
び
崩
土
の
除
去
作
業

を
実
施
し
訪
れ
る
人
が
安
全
に
散
策

で
き
る
よ
う
復
元
す
る
た
め
里
山
環

境
保
全
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
に
、内
原
王
子
神
社
公
衆
ト
イ

レ
用
地
の
購
入
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、平
成
16
年
７
月
７
日
に
、熊
野

古
道
を
含
む「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
」が
、世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
以
来
、本
町
熊
野
古
道
を
散
策
し

史
跡
を
巡
る
人
々
の
数
が
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

　

特
に
、広
川
町
か
ら
鹿
ヶ
瀬
峠
を

越
え
町
内
各
王
子
跡
を
経
由
し
内
原

王
子
神
社
に
至
る
コ
ー
ス
に
人
気
が

あ
り
ま
す
が
、こ
の
間
に
は
、原
谷
金

魚
茶
屋
に
公
衆
ト
イ
レ
が
１
箇
所
し

か
な
く
訪
れ
る
人
々
に
不
便
を
来
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、内
原
王
子
神
社
境
内
の
ト

イ
レ
を
利
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、老
朽
化
が
進
み
不
衛
生
な

上
、便
槽
も
大
小
各
１
つ
ず
つ
し
か

な
く
、最
終
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
内
原

王
子
神
社
を
バ
ス
の
配
車
の
基
点
と

す
る
団
体
利
用
者
に
対
応
し
き
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、歴
史
的
文
化
遺
産
の

適
切
な
利
用
促
進
と
熊
野
古
道
を
訪

れ
る
人
々
の
利
便
性
の
向
上
と
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
に
よ
る
増
客
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
内
原
王
子
神
社
近

く
に
公
衆
ト
イ
レ
用
地
を
購
入
す
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、公
衆
ト
イ
レ
の
建
設
に
つ
い

て
は
、平
成
24
年
度
を
目
途
に
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

温
泉
館「
海
の
里
」に
つ
き
ま
し
て

は
、オ
ー
プ
ン
か
ら
11
年
目
を
迎
え
、

入
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
の
延
べ
数

も
85
万
人
を
突
破
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

泉
源
地
お
よ
び
施
設
に
つ
い
て
は

昨
年
、地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
で
き
ま
し
た
。

　

景
気
の
低
迷
等
に
よ
り
非
常
に
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、よ
り

一
層
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
利
用
者
の

方
々
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
を
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
化
拡
大
、

 

「
博
愛
園
み
ち
し
お
」増
床
で
入
所
待
機
を
改
善
へ

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、子
育
て
を
取
り
巻
く

環
境
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

保
護
者
の

負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、現

在
、乳
幼
児
医

療
費
助
成
制

度
に
よ
り
、小

学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料

に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、本
年
度

よ
り
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
対
象
を

拡
大
し
、安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、社
会
福
祉
法
人
博
愛
会
が
阿

尾
地
区
に「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

30
床
、「
短
期
入
所
生
活
介
護
」10
床
、

「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」30
床
を
設
置
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
が
、す
べ
て
満
床
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
中
、要

介
護
者
の
増
加
と
共
に
、施
設
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
も
多
く
、待
機
者

が
ひ
だ
か
博
愛
園
み
ち
し
お
関
係

で
、２
０
０
名
近
く
お
ら
れ
る
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。日
高
町
の
方
に

つ
き
ま
し
て
も
、在
宅
で
待
機
し
て

お
ら
れ
る
方
が
、30
名
程
お
ら
れ
る

よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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本
年
度
、「
ひ
だ
か
博
愛
園
み
ち
し

お
」に
お
き
ま
し
て
、「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
」20
床
、「
短
期
入
所
生
活

介
護
」10
床
、「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」20
床
の

増
床
整
備
を
行
な
い
、「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
」50
床
、「
短
期
入
所
生
活

介
護
」20
床
、「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」50
床
と

す
る
計
画
で
あ
り
、平
成
23
年
度
か

ら
は
、待
機
者
の
改
善
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し
て

は
、今
後
も
日
高
町
社
会
福
祉
協
議

会
お
よ
び
社
会
福
祉
法
人
博
愛
会
を

は
じ
め
、事
業
者
と
の
連
携
を
更
に

密
に
し
、高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣

れ
た
日
高
町
で
十
分
な
介
護
が
受
け

ら
れ
る
環
境
の
充
実
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

増床される「ひだか博愛園みちしお」（阿尾）

「
生
き
る
力
」を
育
む
教
育
環
境
と

　
　

保
護
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

　

教
育
行
政
を
と
り
ま
く
状
況
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
中
、児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
知
性
と
感
性
を
磨

き
、確
か
な
学
力
、豊
か
な
心
、健
や

か
な
体
の
調
和
の
と
れ
た「
生
き
る

力
」を
育
む
た
め
に
授
業
の
実
践
と

学
習
・
生
活
面
で
の
基
礎
基
本
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、児
童
や
生
徒

が
安
全
で
快
適
な
学
校
生
活
が
お
く

れ
る
よ
う
、教
育
環
境
の
整
備
推
進

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
17
年
度
よ
り
４
町
で

２
名
の
指
導
主
事
を
設
置
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、21
年
度
末
を
も
っ
て

共
同
設
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。こ
の

こ
と
か
ら
、今
年
度
よ
り
単
独
で
指

導
主
事
を
採
用
し
、社
会
教
育
主
事

と
の
連
係
に
よ
り
、学
校
教
育
並
び

に
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、自

己
の
向
上
や
充
実
を
目
指
す
た
め
、

学
校
教
育
だ
け
で
な
く
公
民
館
教

室
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
自
然
体
験

等
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
学
習
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、働
く
女
性
の
社
会
進
出
が

進
む
中
、子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
学
童
保

育
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
年
度
30
名

以
上
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、定
員
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、更

に
保
護
者
の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

下
水
道
整
備
は
完
了

　
　

今
後
は
集
落
排
水
へ
の
接
続
率
向
上
を
め
ざ
す

　

環
境
問
題
が
注
目
さ
れ
る
中
、公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
り
、快

適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
構
築
す

る
た
め
、平
成
３
年
度
よ
り
下
水
道

事
業
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、平
成
21

年
度
末
を
も
っ
て
、浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業
並
び
に
農
業
集
落
排

水
事
業
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

町
内
で
の
整
備
は
完
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

現
在
の
町
内
全
域
に
お
け
る
生
活

排
水
処
理
率
は
、約
65
％
に
達
し
、こ

れ
も
ひ
と
え
に
、国
・
県
並
び
に
議

会
の
み
な
さ
ま
方
、地
元
の
み
な
さ

ま
方
の
ご
努
力
・
ご
協
力
の
た
ま
も

の
と
、感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、さ
ら
に

公
共
用
水
域
の
保
全
と
衛
生
的
な
生

活
環
境
の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
、個

人
設
置
型
で
あ
る
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
に
よ
る
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、集
落
排
水
の
接
続
率
の
向
上
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、み
な

さ
ま
方
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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日　高　町　の　人　口　調　べ

原　谷
萩　原
荊　木
池　田
高　家
小　中
柏
上志賀
久　志
中志賀
下志賀
谷　口
小　池
方　杭
小　浦
津久野
比　井
小　坂
産　湯
阿　尾
田　杭
計

地区名 平成21年

160
376
312
83
374
113
40
68
50
178
144
140
110
14
66
5

144
35
69
231
51

2,763

人　口
平成22年 増　減

162
383
320
84
379
114
39
68
50
178
157
142
115
15
67
5

143
36
69
228
53

2,807

世帯数 人　口世帯数 人　口世帯数
461
1,086
918
247
1,116
303
122
185
138
512
467
408
289
44
147
10
392
89
207
515
130
7,786

2
7
8
1
5
1

△1
0
0
0
13
2
5
1
1
0

△1
1
0

△3
2
44

△3
9
13
△7
0
6

△4
△1
△1
△9
28
△3
1
0

△7
0

△10
0

△6
△12
3

△3

※数値は、3月31日時点

464 
1,077 
905 
254 
1,116 
297 
126 
186 
139 
521 
439 
411 
288 
44 
154 
10 
402 
89 
213 
527 
127 
7,789 

職 員 人 事 異 動職 員 人 事 異 動職 員 人 事 異 動
４月１日付けで職員の人事異動を行いました。異動した職員は、以下のとおりです。（　）内は旧所属です。

参事・会計管理者・出納室長（議会事務局長）  塩 路　 洋
教育次長・教育課長（同課長）  初 井　義 彦

議会事務局長
　　（住民福祉課長兼保健福祉総合センター長） 﨑 山　純 司
住民福祉課長兼保健福祉総合センター長
　　（同課副課長兼地域包括支援センター長）  嶋 田　 敏
税務課長（産業建設課主幹）  大 畑　 博
教育課主幹（税務課同）  田 村　修 一
税務課主幹（総務政策課同）  上 谷　眞由美
総務政策課主幹（教育課同）  中 野　正 喜
指導主事（新規採用・印南町教委指導主事）  三 原　章 宏
教育課長補佐（同係長）  楠 山　一 恵
住民福祉課係長（教育課同）  中 筋　和 佳
産業建設課係長（上下水道課同）  鍵 本　茂 信
内原保育所保育士（比井保同）  岩 橋　かをる
税務課係長（同主査）  西 森　久 貴
住民福祉課主査（同主事）  楠 山　宏 樹
（参事・税務課長）  楠 山　 護
（参事・会計管理者・出納室長）  阪 口　 孝
（産業建設課主幹）  由 良　新 二

参　事　級

課　長　級

主　幹　級

課長補佐級

主　査　級

係　長　級

退　職　者

塩路 参事

初井 教育次長

　

以
上
、新
年
度
の
主
要
施
策
の
一

端
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、

予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、住
民

福
祉
の
向
上
と
町
政
発
展
の
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
平
成
22
年
３
月
議
会
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　

施
政
方
針
演
説
抜
粋
）
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

★高額医療・高額介護
　合算制度のお知らせ

　介護サービスの利用料と医療費の自己負担額の合
算が高額になったときは、定められた限度額を超えた
分を申請により支給されます。

※平成20年度については、平成20年4月から平成21年7月
末までの自己負担額に（　）内の額を適用した場合の給付
額と、平成20年8月から平成21年7月末までの自己負担
額に通常の限度額を適用した場合の給付額とを比較し、
有利な方を適用します。

所得区分 自己負担限度額
現役並み所得者 67万円 （89万円）
一　　　般 56万円 （75万円）
低所得者Ⅱ 31万円 （41万円）
低所得者Ⅰ 19万円 （25万円）

■合算したときの限度額〔年額〈各年8月～翌年7月〉〕

■対象となる方（被保険者）
　和歌山県内に住所を有する以下の方。
　●75歳以上の方
　　（75歳の誕生日から加入となります。誕生日の前月に案内通知）
　●65歳以上75歳未満の一定程度の障害がある方で、広域連合に認
められた方

　　（申請により、後期高齢者医療制度に加入できます。）

※上記に該当し、後期高齢者医療制度
　に加入される方は、国民健康保険や
　社会保険、共済組合等の加入資格を
　喪失することになります。

※一定の障害とは...
主に次の基準に該当する状態です。
　・身体障害者手帳1・2・3級
　・身体障害者手帳4級の一部
　・療育手帳A1・A2
　・障害者基礎年金1・2級
　・精神障害者保健福祉手帳1・2級

★保険料率が
　改定されます

　後期高齢者医療制度の保険料は、2年ごとに改定されます。
　この度、和歌山県後期高齢者医療制度の平成22・23
年度の保険料率が決定しました。
　（所得の少ない世帯の方などには、従来どおり均等割
額、所得割額が軽減されます。）

　なお、被保険者の方々への保険料の通知は、所得等による軽減計算をした後に、7月頃
役場から郵送いたします。

〈均等割額〉　被保険者全員の方に定額で負担していただきます。
ただし、所得の少ない世帯に属する方や被用者保険の被扶養者であった方
については、軽減されます。

〈所得割額〉 被保険者ご本人の所得により異なります。
【総所得金額等－基礎控除額（33万円）】×所得割率=所得割額　となります。
※所得とは…前年の収入から必要経費を差し引いたもの。

和歌山県の保険料率
平成22・23年度 保険料率（年間）
均等割額 42,649円
所得割額 7.91%

保　険　料
（100円未満の切り捨て）

均 等 割 額
42,649円

+
所 得 割 額

（所得－33万円×7.91%）

＝

後期高齢者医療保険制度の
お知らせ
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所得段階別介護保険料（基準月額3,600円）

第 1段階

第 2段階

第 3段階

第 4段階
（基準）

第 5段階

第 6段階

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×0.83

基準額
（3,600円×12か月）

基準額×1.25

基準額×1.5

21,600円

21,600円

32,400円

35,850円

43,200円

54,000円

64,800円

被保険者の所得段階区分 保険料の
算定方法

保険料
（年額）

世帯全員が住民税非課税で、
老齢福祉年金受給者、生活保
護受給者

世帯全員が住民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で
あって、第２段階に該当しな
い方

世帯住民税課税・本人非課税
であって、特例第４段階に該
当しない方

世帯住民税課税・本人非課税
で前年の合計所得金額＋課
税年金収入額が80万円以下
の方

本人住民税課税（被保険者本
人の前年の合計所得金額
200万円未満）の方

本人住民税課税（被保険者本
人の前年の合計所得金額
200万円以上）の方

特 例
 第４段階

　

介
護
保
険
料
は
、私
た
ち
の
介
護

保
険
財
政
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で

す
。

　

日
高
町
の
介
護
保
険
料
は
、基
準
月

額
３
６
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、第
４
段
階
の
方
に
つ
い
て
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
と
課
税
年
金

収
入
額
の
合
計
が
80
万
円
以
下
の
場

合
は
、保
険
料
に
つ
い
て
平
成
23
年

度
ま
で
軽
減
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

　

各
所
得
段
階
の
介
護
保
険
料
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
保
険
料
に
は
、原
則
年
金
か

ら
の
天
引
き
の
特
別
徴
収
と
、納
付

書
で
納
付
す
る
普
通
徴
収
が
あ
り
ま

す
。

介
護
保
険
料
の
納
入
に
つ
い
て

　父母の離婚、父の死亡などによって父と
生計を同じくしていない子どもや、父に一
定の障害がある家庭の子どもを育てている
方に、子どもが18歳に達する日以後の最
初の3月31日（一定の障害がある場合は20
歳未満）まで支給される手当です。
　申請を受け付けた翌月分から手当の対
象になります。

　20歳未満で身体や知的または精神に中
程度以上の障害もしくは長期にわたる安
静を必要とする病状にある児童を監護し
ている父もしくは母、または父母に代わっ
て児童を養育している方に支給されます。
　申請を受け付けた翌月分から手当の対
象になります。

支給の時期　年３回（4か月分ずつ支給）
● ４月 （ 12月～ ３月分）
● ８月 （ ４月～ ７月分）
● 12月 （ ８月～11月分）

支給の時期　年３回（4か月分ずつ支給）
● ４月 （ 12月～ ３月分）
● ８月 （ ４月～ ７月分）
● 12月 （ ８月～11月分）

児童扶養手当 特別児童扶養手当

手当の額

月　　額
41,720円

41,710円～9,850円（10円単位）

子1人
全額支給額
一部支給額
第2子は、5,000円、第3子以降は1人につき3,000円加算

児童扶養手当額 
手当の額

月　　額
50,750円
33,800円

級
１級
２級

特別児童扶養手当額

　

な
お
、普
通
徴
収
に
は
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
肝
臓
機

能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
が

交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
は
、医
療
を
は
じ

め
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
税
の
減
免
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

■
対
象
者

○
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能

障
害
の
あ
る
方

○
肝
臓
移
植
を
受
け
、抗
免
疫
療
法

を
実
施
し
て
い
る
方

肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

　

最
近
、野
焼
き
に
よ
る〝
煙
や
臭

い
〞で
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
野
焼
き
」に
は
、地
面
で
直
接
焼

却
を
行
う
も
の
だ
け
で
な
く
、ド
ラ

ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素
ぼ
り
の

穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法
で
定
め

ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し
て
い
な

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

い
焼
却
炉
で
の
焼
却
行
為
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
等
で
あ
っ
て
も
、他
人
に

迷
惑
を
か
け
る
場
合
は
、改
善
命
令
や

行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

焼
却
時
に
は
、風
向
き
や
付
近
の

状
況
を
考
慮
し
て
、近
隣
の
方
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。税

務
課

お
知
ら
せ

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　

私
た
ち
が
豊
か
で
安
全
な
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
、み
ん
な
で
出
し
合
っ

て
負
担
し
て
い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

平
成
22
年
度
の
各
町
税
の
納
期
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。納
期
限
ま
で

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、

確
実
な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、グ

リ
ー
ン
日
高
農
業
協
同
組
合
、和
歌

山
県
信
漁
連
、紀
陽
銀
行
、き
の
く
に

信
用
金
庫
、近
畿
労
働
金
庫
の
金
融

機
関
ま
た
は
、税
務
課
ま
で
、口
座
振

替
さ
れ
る
通
帳
と
届
け
出
さ
れ
て
い

る
印
か
ん
を
ご
持
参
の
上
、お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
き
ま
し
て

は
、直
接
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

前
納
報
償
金
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
の
前
納
報
償
金
に

つ
い
て
は
、固
定
資
産
税
を
第
１
期

分
の
納
期
に
、前
納
さ
れ
た
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

税　目 期　別 納　期　限

軽自動車税 全 期 分 4月30日

町 県 民 税

第1期分 6月30日

第2期分 8月31日

第3期分 11月1日

第4期分 翌年1月31日

固定資産税

第1期分 4月30日

第2期分 8月2日

第3期分 9月30日

第4期分 12月28日

国民健康保険税 1期～10期 6月～翌年3月

町税納期限一覧表
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、病
気

や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、経
済
的
な
負

担
が
軽
く
す
む
よ
う
に
し
て
、安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、み

ん
な
で
お
金
を
出
し
合
っ
て
、助
け

あ
う
制
度
で
す
。

　

医
療
費
は
、み
な
さ
ん
が
納
め
た

国
民
健
康
保
険
税
と
国
な
ど
か
ら
の

補
助
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　

異
動
の
届
出
は

　
　
　

お
早
め
に
！

　

職
場
の
医
療
保
険（
健
康
保
険
、共

済
保
険
、船
員
保
険
な
ど
）に
入
っ
て

い
る
方
、生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
、お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
以
外
の
方

は
、国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

就
職
や
退
職
、進
学
な
ど
で
異
動

が
あ
っ
た
と
き
は
、届
出
が
必
要
で

す
。お
早
め
の
届
出
手
続
き
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

こんなとき
退職者医療制度の
対象になったとき

印かん、本人である
ことを証明するもの
印かん、使えなく
なった保険証

保険証を汚したりして
使えなくなったとき

市区町村内で
住所が変わったとき

世帯を分けたり、
いっしょにしたとき

世帯主や氏名が変わったとき

保険証をなくしたとき

印かん、保険証、年金証書

印かん、保険証

手続きに必要なものこんなとき
他の市区町村に転出するとき

印かん、保険証、
保護開始決定通知書

外国人がやめるとき

職場の健康保険に
はいったとき

生活保護を受ける
ようになったとき

職場の健康保険の
被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

印かん、保険証

印かん、保険証

保険証、外国人登録証明書

印かん、国保と職場の
健康保険の両方の保険証
（後者が未交付のときは
加入したことを証明
するもの）

手続きに必要なものこんなとき
他の市区町村から
転入してきたとき

印かん、保護廃止決定通知書

外国人がはいるとき

職場の健康保険を
やめたとき

生活保護を受けなく
なったとき

職場の健康保険の
被扶養者からはずれたとき

子供が生まれたとき

印かん、他の市区町村
の転出証明書
印かん、職場の健康保険を
やめた証明書

印かん、被扶養者に
なれない理由の証明書

印かん、保険証、母子健康手帳

外国人登録証明書

手続きに必要なもの

そ　の　他国保をやめるとき国保にはいるとき

農
耕
作
業
用
車
両
に
も

　
　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!!

　

農
耕
作
業
用
の
車
両
で
公
道
を

利
用
す
る
場
合
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
付
け
な
い
で
運
転
す
る
と
道

路
運
送
車
両
法
の
規
則
に
違
反
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、所
有
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
乗
用
田
植

機
等
が
対
象
車
両
と
な
り
ま
す
の

で
、税
務
課
で
登
録
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、登
録
さ
れ
ま
す
と
翌
年
度

よ
り
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

税
額
は
、１
台
に
つ
き
１
６
０
０

円
で
す
。

　

ま
た
現
在
、農
耕
作
業
用
車
両
に

黄
色
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け

ら
れ
て
い
る
方
も
新
た
に
登
録
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。日高町

農・4 4 8

職　　種 受　験　資　格 申込受付期間 第1次試験日 試　験　地

行 政 事 務
税 務
土 木
農 業 土 木
林 業

平成元年4月2日から
平成5年4月1日までに
生まれた者

6月22日（火）

～

6月29日（火）
9月5日（日）

京 都 市
大 阪 市
神 戸 市
奈 良 市
和 歌 山 市
田 辺 市

　◎申込用紙、受験案内は、5月10日（月）から配布します。
　お問い合わせ先　　人事院近畿事務局
　　　　　　　　　　〒553－8513　大阪市福島区福島1－1－60　☎06・4796・2191（試験係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（HP） http://www.jinji.go.jp/kinki/

平成22年度 国家公務員採用Ⅲ種試験（高校卒業程度）のご案内
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お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

各
地
区
で
行
っ
て
い
る
奉
仕
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、お
祭
り
な
ど

に
参
加
し
て
い
る
間
に
お
こ
っ
た

ケ
ガ
は
、ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
も
関
係

者
の
方
も
大
変
で
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ま
が
自
治
会
活
動

に
参
加
し
て
い
る
間
の
ケ
ガ
に
よ
る

入
院
・
通
院
・
後
遺
障
害
・
万
一
の

死
亡
を
補
償
す
る
た
め
、町
で
は
町

内
全
世
帯
の
住
民
を
対
象
に
自
治
会
活
動
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
。補
償
内
容
と
保
険
金
の
限
度
額
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　

も
し
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。保
険

事
故
の
連
絡
が
遅
れ
た
場
合
な
ど
は
、保
険
金
の
受
け
取
り
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町内全世帯を対象に、
　　自治会活動保険に加入しています

自治会活動保険

補 償 内 容 保険金額

賠償責任（対人・対物補償） 1億円

障　害

死亡・後遺障害 300万円

入院（1日につき） 2,000円

通院（1日につき） 1,000円

障 害 見 舞 費 用 10万円
　

５
月
17
日（
月
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会
会

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相

談
・
心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、人
権

擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員
、法
務
局

係
員
の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
５
月
か
ら
、「
広
報
ひ
だ
か
」を
毎
月
発

行
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、従
来
偶
数
月
に
発
行
し
て
い
ま
し
た

「
役
場
お
知
ら
せ
」

（
A
３
版
・
二
つ
折

り
）の
発
行
は
、廃
止

い
た
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
は
、

取
材
等
で
い
ろ
い
ろ

と
お
世
話
に
な
り
ま

す
が
、ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

日高町の広報紙
　「広報ひだか」 が
　　毎月発行になります
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～土地・建物を売ったとき！～
PART-3 マイホームを売ったときのケース

税務コラム

　土地や建物を売ったときの譲渡所得に対する税金は、分離課税といって給与所得などの他の所得と区
分して計算します。（ただし、確定申告の手続きは、他の所得と一緒に行うことになります。）
　さらに、売った土地や建物をいつから持っていたかにより、長期譲渡所得と短期譲渡所得とに区分さ
れ、適用する税率が異なります。（前号、前々号に掲載済み）
　さらに、自分が住んでいた家屋とその敷地（以下「居住用財産」という。）を売却したとき、売却して生
じた利益（譲渡所得）がある場合に、一定の要件を満たす場合は、以下の特例を受けることができます。

①3,000万円の特別控除の特例
　所有期間の長短に関係なく、譲渡所得から最高3,000万円まで控除できます。

◆課税譲渡所得の計算
　　譲渡価格－取得費－譲渡費用－3,000万円=課税譲渡所得
　　 泫譲渡所得が3,000万円に満たない場合には、特別控除額は、譲渡所得の金額が限度となります。
　■主な摘要要件

　　（1）自分が住んでいる家屋を売るか、家屋とともにその敷地や借地権を売ること
　　　 なお、住まなくなった家屋や敷地等の場合には、その日から3年目の年末までに売ること
　　（2）売った年の前年・前々年に、この特例またはマイホームの買換えや交換の特例を受けていないこと
　　（3）売り手と買い手の関係が、親子や夫婦など特別な間柄でないこと

②軽減税率の特例
　売った年の1月1日現在で、そのマイホームの所有期間が10年を超えている場合で、一定の要件に当
てはまる場合には、3,000万円の特別控除の特例を適用した後の課税長期譲渡所得金額に対して、税率
が軽減されます。

　■主な摘要要件

　　（1）自分が住んでいる家屋を売るか、家屋とともにその敷地を売ること
　　　  なお、住まなくなった家屋や敷地等の場合には、その日から3年目の年末までに売ること
　　（2）売った年の前年・前々年に、この特例を受けていないこと
　　（3）売り手と買い手の関係が、親子や夫婦など特別な間柄でないこと

※その他、詳しくは税務課（☎63・3802）までお問い合わせください。

課税長期譲渡所得金額 税額の計算

6,000万円までの部分 所得税 = 課税長期譲渡所得 × 10%
住民税 = 課税長期譲渡所得 ×  4%

6,000万円を超える部分 所得税 = 課税長期譲渡所得 × 15%
住民税 = 課税長期譲渡所得 ×  5%

募集訓練科　●テクニカルメタルワーク科
　　　　　　●テクニカルオペレーション科
　　　　　　●ビル管理科
訓 練 期 間　平成22年7月1日（木）～12月24日（金）
募 集 期 間　平成22年5月7日（金）～6月4日（金）
受 講 料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
お問い合わせ先　独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター
　　　　　　訓練課　　☎ 073・461・5649

職業訓練生
募　集

就職に有利な専門的知識
や技能を習得します。
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南紀白浜空港(東京羽田便)を利用しよう! !
仕事も旅行も便利！通年3往復になりました！

「特便割引3(スリー )」を使えばお得です!
　　　　　大人普通・片道29,000円→17,500円に割引
※搭乗日の2か月前から3日前までに予約が必要です。
　 （販売座席数に限りがあります。GWなど設定されない日があります。）

（ご予約・ご購入・ご案内）
JAL日本航空HP www.jal.co.jp
電話（有料）☎0570・025・071まで
（南紀白浜空港利用促進実行委員会）

空港駐車場
は無料！

マスコットキャラクター
ナンキー 最新鋭小型機「エンブラエル170」就航

（白浜→東京約1時間）

【開館時間】
午前11時～午後9時  （入浴受付は、午後8時まで）
【休館日】
毎週火曜日（祝日の場合は、翌日）

【料金】
□大人（中学生以上）…600円
□小人（3歳～小学生以下）…300円
□障害者手帳保持者（身体・知的・精神）
　および満70歳以上、介添人…510円
※お得で便利な回数券もご利用ください。日高町方杭100番地　☎64・2
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小学生～高校生のための夏休み海外派遣　参加者募集
　文部科学省所管の財団法人・国際青少年研修協会では、夏休み中における海外派遣の参加者を募集し
ています。
　体験を通して、お互いの理解や交流を深め、国際性を養うことを目的に実施します。
　お一人でご参加になる方が8割以上、はじめて海外へ行かれる方が6割以上のご参加ですので、事前研
修会では仲間づくりから丁寧に指導いたしますので、安心してご参加いただけます。

【内　容】　ホームステイ、ボランティア、文化交流、学校体験、英語研修、地域見学、野外活動など
【派遣先】　米国・英国・豪州・カナダ・シンガポール・サイパン・カンボジア・フィジー
【日　程】　7月23日（金）～8月15日（日）　　8～18日間　　　＊事業により異なる
【対　象】　小学3年生～高校3年生の方まで　　　＊事業により異なる
【説明会】　全国13都市（福島、宇都宮、札幌、仙台、山形、新潟、岡山、東京、福岡、静岡、高松、
　　　　　　　　　　  名古屋、京都）、5月下旬開催　　＊入場無料・予約不要
【参加費】　19～52万円　（共通経費は別途）
【締　切】　6月4日（金）および14日（月）　　　＊事業により異なる

（お問い合わせ・資料請求先）
　　　　（財）国際青少年研修協会　　東京都港区三田5-7-8-921
　　　　 ☎03・6459・4661　E-MAIL　info@kskk.or.jp　　URL　http://www.kskk.or.jp



　広報ひだか2010.5月号 24　

保健だより

健やかに暮らすために
　　  年に 1度は検診を！
健やかに暮らすために
　　  年に 1度は検診を！
健やかに暮らすために
　　  年に 1度は検診を！

早期発見・早期治療早期発見・早期治療

　生活習慣病と呼ばれている主な疾患には、「肥満症」「高血圧」「糖尿病」「高脂血症」などがあります。
　それぞれは独立したものではなく、「内臓脂肪型肥満」が原因であることがわかってきました。
　内臓脂肪型肥満によって、さまざまな病気が引き起こされやすくなった状態が、「メタボリック
シンドローム（内臓脂肪症候群）」と呼ばれ、健康の指標として注目されています。
　メタボリックシンドロームは、自覚症状がほとんどありません。そのままにしておくと、高血糖
症、高脂血症や高血圧を引き起こし、動脈硬化が進行します。その結果、心筋梗塞や脳卒中など、命
に関わる病気を引き起こす恐れがあります。
　特定健診は、生活習慣病と深く関わるメタボリックシンドロームを早い段階で見つける健診です。
　まずは、特定健診を受け、自分の健康状態をチェックしましょう。

　※特定健診は、医療保険証で加入している医療保険者をご確認のうえ、
　　医療保険者の指示に従って受診しましょう。

特定健診でメタボリックシンドロームをチェックしましょう

　わが国のがんによる死亡者数は年間30万人を超え、死亡原因の第1位となっています。
　日高町での平成20年の死亡者は81人。この内がんによる死亡者は21人と3割近くを占め、
やはり死亡原因の第1位となっています。
　しかし、診断と治療の進歩により、がんは早
期に発見すれば治る確率が高くなっています。
　早期発見・早期治療のためにも定期的に検
診を受けましょう。

年に1度はがん検診を受けましょう

　肝炎のほとんどは、肝炎ウイルスによって起こ
る「ウイルス性肝炎」です。
　肝臓がB型肝炎ウイルスやC型肝炎ウイルスに
感染していても、あまり症状が現れないために、
感染に気が付かないことがほとんどです。
　しかし、感染を放置しておくと、『慢性肝炎→肝
硬変→肝がん』へと進行する可能性がありますの
で、早期に発見して適切な治療を行うことが大切
です。
　日高町では、今年度40歳になる方には案内を
お送りしていますので、右記日程の集団健診で
B・C型肝炎ウイルス検査を無料で受診できます。
　また、40歳以上で過去に肝炎ウイルス検査を
受けたことがない方も受診できます。

肝炎ウイルス検査

月　日 曜日 受付時間 検診場所 備考
6月23日 水 7:30～8:30 比井崎漁村センター 田杭・産湯巡回
6月26日 土 7:30～8:30 比井小学校（体育館）小坂巡回
7月1日 木 7:30～8:30 小浦公民館 方杭巡回
7月6日 火 7:30～8:30 日高町文化会館 小池巡回

7月10日 土 7:30～8:30 志賀小学校（体育館）柏・久志・上志賀巡回

7月24日 土 7:30～8:30 日高町農村環境改善センター 池田巡回

8月1日 日 7:30～8:30 内原保育所
8月5日 木 7:30～8:30 萩原公民館
8月17日 火 7:30～8:30 荊木公民館

8月27日 金 7:30～8:30 日高町保健福祉総合センター 下志賀巡回

・特定健診（600円）…40歳未満の一般成人
・がん検診（70歳以上の方は無料です）…町内の一般成人
・胃（500円）・大腸（300円）・乳房（500円）・胸部〈レントゲン〉（無料）
・胸部〈喀たん〉（500円）
 ※住民福祉課（☎63-3800）へ申込みが必要です。

平成22年度 集団検診（特定健診・胃・大腸・胸部・乳房検診）日程表

★国保からのお知らせ
　特定健診は、医療機関および上記集団健診で受診できます

お問い合わせ/住民福祉課（☎63・3800）
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※新着図書につ いては、１人２冊までの貸出となります。

開室日・時間…月曜日～土曜日　AM8：30～PM5：00
閉　室　日…日曜日、祝日、年末年始、特別整理期間
中央公民館  TEL 63-3811公民館図書室だより

新着図書のご 案内

・インディペンデンス・デイ
・ロスト・シンボル  上・下
☆パパ、ママ、あいしてる  －エレナが残したメッセージ－
・コトリトマラズ
・うちの３姉妹　12
・男の介護  －失敗という名のほころび－
・地方という生き方  －僕たちが東京を離れた理由－
・使いきり作りおきおかず

（原田　マハ）
（ダン・ブラウン）
（ブルック・デザリック）
（栗田　有起）
（松本　ぷりっつ）
（吉田　利康）
（東国原　英夫）
（堀江　ひろ子）

・おじいさんのいえ
・コブタくんもうなかないで
・ペネロペのいちにち
☆てのひら
・ともだちごっこ
・ミニトマトの絵本
・ふたりでおかいもの
・しずくちゃん　　13・14

（植垣　歩子）
（みやにし　たつや）
（ゲオルグ・ハレンスレーベン）
（ふじた　ひおこ）
（降矢　なな）
（すがはら　しんじ）
（いとう　ひろし）
（ぎぼ　りつこ）

《　一　般　書　》 《　児　童　書　》

他にも入っています！他にも入っています！
新着図書のご 紹介

《　一　般　書　》 《　児　童　書　》

☆パパ、ママ、あいしてる－エレナの残したメッセージ－
（ブルック・デザリック）

☆てのひら（ふじた　ひおこ）

　悪性の脳腫瘍で亡くなった６歳の少女エレナ。悲しみの中、両
親はエレナが生前、家のあちこちに手紙を隠していたことに気づ
く。それは両親や妹に愛を伝えるものだった・・・。感動の実話。  

普段から本を読んでいる人は、この期間にいつもより多く、また、
あまり本を読まない人は、1冊でも読んでみませんか？
公民館の図書室には、絵本や紙芝居など、児童書もたくさんあ
りますので、ぜひ、借りに来てください。

　３歳のゆみちゃんは、バスに乗っても、幼稚園に着いても、口を
ぎゅっとむすんだままで元気がない。
　ある日、ママはゆみちゃんに元気が出るおまじないをてのひらに
してくれて・・・。親子に向けた心にしみる絵本。

4月23日〜5月12日は
　　　子どもの読書週間です。

おはなしの会
５月１８日（火）
午前１０時〜
中央公民館 ２階 和室
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駐
在
所
だ
よ
り
御坊警察署
高家駐在所
　　堀内 崇矢

比井駐在所
　　滝川 　昇
　　23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.
wakayama.jpです。
ご利用ください。
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ま
す
の
で
、慌
て
て
現
金
を
振
り
込
む

こ
と
な
く
、ま
ず
は
御
坊
警
察
署
も
し
く
は
最
寄
り

の
交
番
・
駐
在
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

和
歌
山
県
警
察
で
は
、平
成
22
年
度
の
採
用
予
定（
男
性
・

女
性
）の
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
な
社
会
づ
く
り
に
活
躍
す
る
警
察
職
員
の

採
用
試
験
に
、ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

★
警
察
官
Ａ（
男
性
・
女
性
）

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、大
学（
短
大
を
除
く
）を
卒
業
し
た
人
ま

た
は
平
成
23
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

★
警
察
官
Ｂ（
男
性
・
女
性
）

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、右
記「
警
察
官
Ａ
」の
受
験
資
格
に
該
当

し
な
い
方

受
付
期
間　

８
月
２
日
〜
８
月
20
日

★
警
察
事
務
職
Ⅰ
種

受
付
期
間　

５
月
６
日
〜
５
月
28
日

★
警
察
事
務
職
Ⅲ
種

受
付
期
間　

８
月
２
日
〜
８
月
20
日

　

詳
し
く
は
、御
坊
警
察
署
ま
た
は
駐
在
所
ま
で
。

★☆架空請求詐欺に注意☆★
振
り
込
む
前
に
ま
ず
相
談
！

御
坊
警
察
署

☎
23
・
０
１
１
０

平成21年中の日高町内における
交通事故の発生状況！

ゆずり合う　ゆとりの心　事故へらす
（平成22年度交通安全年間スローガン子どもの部　最優秀作品）

人　身　事　故
管　轄
高　家
比　井
計

件数
41
3
44

死　者
0
0
0

重　傷
1
0
1

軽　傷
53
3
56

73
22
95

交
通
事
故

物損事故

★
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

空
き
巣
・
忍
び
込
み
は
半
数
以
上
が
玄
関
な
ど
の
鍵
の

掛
け
忘
れ
に
よ
り
、家
の
中
に
侵
入
さ

れ
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

出
掛
け
る
前
に
は
、も
う
一
度
、玄
関

や
窓
等
の
施
錠
を
確
認
し
、被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
時
に
は「
鍵
掛
け
」を
！
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●
11
日（
火
）　

9
時
30
分
〜
11
時

﹇
対
象
﹈妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
と
保
護
者

●
6
月
3
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
18
年
9
月
、10
月
、11
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

●
18
日（
火
）　

10
時
〜

●
19
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
21
年
12
月
16
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

H
22
年
1
月
31
日
生

　
　
　

H
21
年
6
月
16
日
〜
8
月
15
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

●
20
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
19
年
11
月
、12
月
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

●
21
日（
金
）

﹇
対
象
﹈2
歳
児
か
ら

◎
受
付
／
9
時
45
分
〜
10
時

●
17
日（
月
）　

13
時
〜
16
時

﹇
費
用
﹈無
料

★役場のお知らせがわかる★
　～行政チャンネル（５ch: 文字放送）～

24時間放送　（随時更新）

★地域の様子がよくわかる★
～「きのくに NAVI」（11ch）～

（毎週木曜日　18:00 更新）

情
報
が
い
っ
ぱ
い
！
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

情
報
が
い
っ
ぱ
い
！
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

情
報
が
い
っ
ぱ
い
！
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

情
報
が
い
っ
ぱ
い
！
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

放送時間は…（平日の時間割です。土・日は若干異なります。）
　６:００・　６:１５
　８:００・　８:１５
　９:００・　９:１５
１２:００・１２:１５
１３:００・１３:１５
１５:００・１５:１５・１５:３０・１５:４５
１６:００・１６:１５
１８:００・１８:１５・１８:３０・１８:４５
１９:００・１９:１５
２０:００・２０:１５
２１:００・２１:１５
２２:００・２２:１５

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

日

高

町

中

央

公

民

館

３

歳

児

健

診

３

歳

児

健

診

お

は

な

し

会

お

は

な

し

会

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

2
歳
児
う
歯
予
防
教
室

2
歳
児
う
歯
予
防
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

御坊ひまわり基金
法律事務所

御坊ひまわり基金
法律事務所

日弁連の公設の法律事務所です！
借金問題（債権整理の法律相談は無料）

交通事故、離婚、相続、不動産、仕事上のトラブル、
その他どんなお悩みも、法律での解決をお手伝いします。

御坊市名屋町3－2－7  フレンドリー紀州3階
 （きのくに信金御坊南支店の西隣）

相談予約電話 ☎0738-32-7357
弁護士　河内　茂治（和歌山弁護士会）

かわ  うち しげ  はる

国民年金基金は 　　　　　　　 です。

しかも 　　。

掛金全額を所得から控除。
　　年最高81万6千円の社会保険料控除

受け取るときも公的年金等控除。
　　他の公的年金等とあわせて120万円まで
　　非課税（65歳以上の場合）
万一のときの遺族一時金も非課税。
　　相続税も贈与税も掛かりません

和歌山市吹上 2－1　和歌山県国民年金基金

公的な個人年金公的な個人年金公的な個人年金

お得お得お得

☎012 0 ‒ 6 5 ‒ 4 1 9 2

HDK3-061
長方形
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4/25 26 27 28 29 30 5/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27

30 31 6/1 2 3 4

28 29

5

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

昭和の日

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー

和　歌　山　支　店

日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　

2010年5月
May

※印の詳細は、28ページのインフォメーションをご覧ください。

・複雑ごみ

・複雑ごみ

・資源ごみ

・3歳児健診※
 （対象：H18年9月、
  10月、11月生）

・献血
 （日高博愛園みちしお、
町役場、JAグリーン日
高本部）

・資源ごみ

・おはなしの会※

・子育て広場※
  （対象：妊婦および
   乳幼児と保護者）

・大型ごみ
  （田杭・阿尾・産湯・小坂）

・大型ごみ
  （比井・津久野・小浦・方杭
　・小杭・柏）

・2歳児う歯予防教室※
  （対象：H19年11月、
  12月生）

・親子ふれあい教室※
  （対象：2歳児）

・柏健康相談
  （柏老人クラブ）
・資源ごみ

・４か月児、10か月児健診※
（対象：H21年12月16日～
H22年1月31日生、H21年
6月16日～8月15日生）

・プラスチックごみ

TEL

・特設人権相談・行政
  相談・心配ごと相談
  合同相談所開設※

HDK3-061
長方形
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広
  報

  ひ
だ
か
 2010.5　

vol.151
〒
6
4
9
-1
2
1
3
 和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
町
高
家
6
2
6

日
高
町
役
場
 総
務
政
策
課
　
T
EL0

7
3
8
-6
3
-2
0
51（
代
）

TOWN information

町の人口と世帯

平成22年3月31日現在
人　口 7,786人
　男 3,692人
　女 4,094人
世帯数 2,807戸

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　

町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　

快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　

心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し　

汗
を
流
し

　

活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち　

ふ
れ
あ
い
を

　

大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

【
最
優
秀
賞
】

　

  

稲
垣
愛
菜　
　
（
志
賀
小
１
年
）

　

  

稲
垣
遥
伽　
　
（
志
賀
小
６
年
）

　

  

小
出
啓
介　
　
（
比
井
小
１
年
）

【
優
秀
賞
】

　

  

島
西　

楓　
　
（
志
賀
小
２
年
）

　

  

舛
田　

隼　
　
（
志
賀
小
３
年
）

　

  

山
下　

萌　
　
（
志
賀
小
４
年
）

　

  

山
本
千
尋　
　
（
比
井
小
１
年
）

　

  

山
本
琉
稀　
　
（
比
井
小
１
年
）

　

  

中
西
加
奈　
　
（
比
井
小
５
年
）

　
  

村
上　

諒　
　
（
比
井
小
５
年
）

【
最
優
秀
賞
】

　

  

伊
藤
隆
介　
　
（
日
高
中
２
年
）

　

  

坂
田
明
日
香　
　

 

（
同
３
年
）

　

  

若
田
明
日
香　
　

 
（
同
３
年
）

【
優
秀
賞
】

　

  

稲
垣
僚
太　
　
（
日
高
中
２
年
）

　

  

玉
井
美
羽　
　

 　
（
同
２
年
）

　

  

向
井
薗
佳　
　

 　
（
同
２
年
）

　

  

児
玉
脩
斗　
　

 　
（
同
３
年
）

　

  

玉
井
雄
基　
　

 　
（
同
３
年
）

　

  

宮
本
佳
奈
子　

 　
（
同
３
年
）

　

  

宮
本
莉
奈　
　

 　
（
同
３
年
）

あ
っ
た
ら
い
い
な　

10
年
後
の
日
高
町

あ
っ
た
ら
い
い
な　

10
年
後
の
日
高
町

あ
っ
た
ら
い
い
な　

10
年
後
の
日
高
町

第
５
次
長
計
で
募
集
の
絵
画
・
作
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

優
秀
作
品
決
ま
る

　

日
高
町
で
は
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る「
第
５
次

長
期
総
合
計
画
」（
目
標
年
次
＝
平
成
23
年
度
〜
平
成
32
年
度
）の
策
定
に
あ
た

り
、町
内
の
小
・
中
学
生
か
ら「
10
年
後
の
日
高
町
」を
テ
ー
マ
に
絵
画
と
作
文
を

募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は
、絵
画（
小
学
生
）が
１
８
８
点
、作
文（
中
学
生
）が
１
４
１
点

で
、厳
正
な
審
査
の
結
果
、最
優
秀
賞
各
３
名
、優
秀
賞
各
７
名
を
選
び
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、絵
画
の
最
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
、作
文
の
最
優
秀
作
品
は
次
号

か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
児
童・生
徒
の
み
な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

絵

画

の

部
（
敬
称
略
）

作

文

の

部
（
敬
称
略
）

おはないっぱいのひだかちょう
（稲垣愛菜さんの作品）

こん虫の森へようこそ
　　　 （小出啓介さんの作品）

私がえがく日高町
（稲垣遥伽さんの作品）


